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日
本
人
の
気
質
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
上
昇
志
向
で
、
勇
猛
果
敢
に

一
発
勝
負
す
る
〝
漁
師
〟
型
と
、
地
道
に
周
り
に
配
慮
し
な
が
ら
、
コ
ツ
コ
ツ

と
積
み
重
ね
る
〝
百
姓
〟
型
だ
。
十
亀
昭
雄
先
生
は
、
中
川
郡
美
深
町
出
身
で

あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
か
、典
型
的
な
〝
百
姓
〟
型
で
あ
っ
た
。
名
寄
中
学
（
現

名
寄
高
校
）
を
卒
業
後
、
一
九
四
六
年
に
北
大
の
予
科
は
農
類
に
入
学
し
、

四
八
年
に
文
類
へ
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
思
想
形
成
の
骨
格
と
な
っ
て

い
る
よ
う
に
も
思
う
。
温
厚
で
い
つ
も
笑
み
を
絶
や
さ
ず
、
学
究
の
徒
で
も
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
草
の
根
伝
道
師
」
と
し
て
書
斎
に

閉
じ
こ
も
ら
ず
、
主
に
道
内
各
地
を
行
脚
し
て
、
民
主
主
義
や
自
治
の
基
本
を

分
か
り
や
す
く
説
い
て
回
っ
た
。
そ
れ
は
後
年
、
趣
味
と
し
た
マ
ラ
ソ
ン
と
同

じ
よ
う
に
、
黙
々
と
自
ら
に
向
き
あ
い
、
自
ら
を
信
じ
て
走
り
続
け
て
い
た
。

　

十
亀
先
生
が
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
と
係
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

七
四
年
に
札
幌
市
長
候
補
に
浮
上
し
た
こ
と
か
ら
だ
ろ
う
。
一
一
月
三
日
の
紙

面
で
翌
年
の
統
一
地
方
選
で
社
会
党
と
札
幌
地
区
労
が
十
亀
先
生
を
擁
立
の
動

き
を
始
め
た
、
と
い
う
内
容
が
報
じ
ら
れ
た
。
六
〇
年
代
後
半
か
ら
労
働
者
側

や
弱
者
の
立
場
に
立
脚
し
た
誠
実
な
言
説
を
新
聞
や
講
演
で
披
露
し
て
い
た
十

亀
先
生
な
の
で
、
既
に
北
海
道
新
聞
記
者
と
な
っ
て
い
た
筆
者
は
「
さ
も
あ
り

な
ん
。
当
然
だ
」
と
い
う
感
想
を
抱
い
た
。
実
は
十
亀
先
生
の
前
に
北
海
道
新

聞
編
集
局
次
長
の
鈴
木
正
人
氏
（
日
本
の
労
働
組
合
の
草
分
け
・
友
愛
会
創
始

者
、
鈴
木
文
治
さ
ん
の
二
男
）
が
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
を
要
請
さ
れ
て
い
る
、

と
社
内
で
の
噂
を
耳
に
し
て
い
た
。
そ
の
名
前
が
直
ぐ
に
消
え
、
候
補
者
選
考

が
混
迷
し
て
い
た
か
ら
、
市
長
候
補
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
だ
が
、
四
〇
代

の
新
進
気
鋭
の
研
究
者
と
し
て
学
究
へ
の
情
熱
、意
欲
も
満
々
だ
っ
た
た
め
か
、

公
明
、
共
産
と
の
全
野
党
で
の
選
挙
共
闘
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
響
い
た
の

か
、
ご
本
人
は
固
辞
さ
れ
、
夢
は
つ
い
え
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
擁
立
話
が
伏
流
水
の
よ
う
な
格
好
で
十
亀
先
生
の
理
想
郷
と

も
い
え
る
都
市
研
誕
生
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
革
新
系
候
補
は
七
五
年
、

七
九
年
の
市
長
選
で
も
負
け
、
八
三
年
に
は
横
路
孝
弘
北
海
道
知
事
選
挙
に
集

中
す
る
、
と
し
て
市
長
選
は
つ
い
に
〝
不
戦
敗
〟
を
選
ん
だ
。
だ
が
「
こ
の
ま

ま
で
は
駄
目
だ
」
と
当
時
の
札
幌
市
労
連
の
大
長
治
興
書
記
長
や
札
幌
地
区
労

の
重
野
廣
志
事
務
局
長
、
堀
川
輝
男
事
務
局
次
長
ら
が
選
挙
前
の
八
二
年
か
ら

「
八
七
年
の
市
長
候
補
選
び
に
先
行
し
て
、
市
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
包
括
的
な

政
策
を
つ
く
る
た
め
の
研
究
セ
ン
タ
ー
を
」
と
動
き
出
し
た
。
山
口
哲
夫
釧
路

革
新
市
政
の
〝
知
恵
袋
〟
で
、元
札
幌
市
職
員
組
合
連
合
会
の
運
動
家
で
も
あ
っ

た
富
永
巌
氏
を
呼
び
出
し
、
組
織
化
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

市
民
と
研
究
者
、
そ
し
て
〝
縁
の
下
の
力
持
ち
〟
と
し
て
の
労
働
組
合
の
三

者
が
協
働
し
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
都
市
研
究
組
織
だ
け
に
、
学
識
研
究
者
が
大
き

な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
研
究
者
の
中
心
人
物
と
し
て
人
望
が
厚

札
幌
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
の
牽
引
車

　

萩　

本　

和　

之

元
札
幌
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
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い
十
亀
先
生
が
浮
上
し
た
。
十
亀
先
生
も
出
馬
辞
退
の
負
い
目
を
感
じ
て
い
る

か
の
よ
う
に
、
全
面
的
に
協
力
、
精
力
的
に
東
奔
西
走
し
た
、
と
い
う
。
札
幌

都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
記
録
集
「
30
年
間
の
歩
み
」
の
中
に
収
録
さ
れ
て

い
る
三
代
目
理
事
長
の
山
本
佐
門
北
海
学
園
大
学
教
授
や
二
代
目
副
理
事
長
の

蓮
池
穣
札
幌
学
院
大
学
名
誉
教
授
ら
関
係
者
の
座
談
会
の
中
で
も
、
異
口
同
音

に
「
十
亀
先
生
が
誘
い
に
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
ら
、
都
市
研
活
動
に
は
参

加
し
た
か
ど
う
か
、
分
か
ら
な
い
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
十
亀
先
生
の
努
力
の
か
い
も
あ
っ
て
理
事
長
に
当
時
北
大
教
授
の
小

関
隆
祺
先
生
、
顧
問
に
は
道
政
調
査
会
の
川
村
琢
先
生
、
北
海
道
地
方
自
治
研

究
所
の
矢
島
武
先
生
の
お
二
人
。
理
事
に
は
山
本
先
生
や
蓮
池
先
生
ら
当
時
の

良
識
派
の
研
究
者
が
一
堂
に
結
集
。
八
三
年
七
月
三
〇
日
に
札
幌
都
市
研
究
セ

ン
タ
ー
が
発
足
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

設
立
時
に
副
理
事
長
だ
っ
た
十
亀
先
生
は
、
五
年
目
の
八
八
年
か
ら
二
代
目

理
事
長
と
な
り
、
一
六
年
間
務
め
て
、
都
市
研
二
〇
周
年
を
機
に
引
退
し
た
。

そ
の
間
北
大
時
代
の
学
友
、
富
永
常
務
理
事
と
は
名
コ
ン
ビ
で
、
札
幌
市
幹
部

や
市
民
運
動
家
ら
を
招
い
て
の
月
例
研
究
会
を
軸
に
、都
市
研
の
基
礎
を
固
め
、

牽
引
（
け
ん
い
ん
）
し
て
い
っ
た
。

　

研
究
者
集
団
と
し
て
の
都
市
研
は
、
常
に
直
接
選
挙
運
動
に
は
係
わ
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
札
幌
市
政
に
対
し
て
は
「
官
・
行
政
優
位
で
、
そ
れ
が
役

所
の
中
か
ら
の
市
長
が
続
い
た
こ
と
で
構
造
体
質
化
し
て
い
る
」
と
い
う
危
機

感
を
共
有
し
て
い
た
。
十
亀
先
生
も
「
市
民
の
中
に
生
き
生
き
と
し
た
市
政
へ

の
発
言
な
り
、
参
加
が
少
な
い
わ
け
は
、
戦
後
札
幌
に
は
自
治
的
な
政
権
交
代

が
一
度
も
な
い
か
ら
で
、
市
民
が
市
政
な
り
、
他
者
の
立
場
か
ら
見
る
、
と
い

う
視
点
も
持
ち
に
く
く
、
問
題
意
識
さ
え
も
希
薄
に
な
っ
て
い
る
」（
八
六
年

発
行
の
研
究
会
報
告
集
「
札
幌
都
市
研
究
第
１
集
」
座
談
会
か
ら
）
と
指
摘
し

て
い
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
二
〇
〇
三
年
に
再
選
挙
の
末
に
上
田
文
雄
市
政
が
誕
生
し
た

こ
と
は
、
十
亀
先
生
に
と
っ
て
も
都
市
研
に
と
っ
て
も
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た

地
方
政
府
の
政
権
交
代
が
実
現
し
た
日
で
あ
っ
た
。

　

自
ら
の
活
動
や
成
果
を
ひ
け
ら
か
す
衒
（
げ
ん
）
学
者
で
は
な
い
も
の
の
「
昨

年
は
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
活
動
の
最
後
の
壁
だ
っ
た
市
政
政
権
交

代
が
実
現
さ
れ
、
明
る
く
活
発
な
上
田
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
」（
〇
四
年
発

行
会
報
二
四
五
号
）
と
喜
ん
で
い
た
。
そ
し
て
「
市
政
の
多
様
な
担
い
手
相
互

間
の
生
き
生
き
し
た
緊
張
関
係
を
土
台
に
、
札
幌
市
政
風
土
の
た
ゆ
ま
ぬ
改
革

の
前
進
と
市
民
的
成
熟
を
改
め
て
期
待
し
た
い
」（
〇
四
年
発
行
会
報
二
四
三

号
）
と
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

　

都
市
研
は
十
亀
先
生
の
ご
逝
去
よ
り
も
約
一
年
早
い
二
〇
一
二
年
七
月
に

三
〇
年
間
の
活
動
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
月
例
研
究
会
は

二
七
四
回
を
重
ね
、
会
報
は
三
四
四
号
、
研
究
会
報
告
集
も
一
〇
号
ま
で
発
刊

し
た
。
ほ
か
に
記
念
集
会
や
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
催
し
て
い
る
。

　

十
亀
先
生
は
二
〇
〇
七
年
に
ご
長
男
が
亡
く
な
り
、
心
身
と
も
に
衰
弱
さ
れ

る
ま
で
は
、
研
究
例
会
に
元
気
な
姿
を
現
し
て
い
た
。
都
市
研
の
解
散
は
社
会

状
況
の
変
化
な
ど
の
要
素
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
の
、
十
亀
先
生
が
御

出
席
さ
れ
な
く
な
り
、
セ
ン
タ
ー
の
軸
を
失
っ
た
こ
と
も
響
い
た
、
と
感
じ
て

い
る
の
は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
？

　

さ
ら
に
十
亀
先
生
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
二
カ
月
後
の
二
〇
一
三
年
七
月

二
八
日
に
都
市
研
最
後
の
理
事
長
だ
っ
た
山
本
先
生
が
不
慮
の
事
故
で
亡
く

な
っ
た
。
い
ま
右
傾
化
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
、
都
市
研
の
灯
明
を
引

き
継
ぎ
、
提
言
を
強
力
に
発
信
す
る
運
動
体
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。


